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日本は、 1945 年 8 月敗戦をむかえ、そして連
合国の占領下に入ったo まず東亜同文書院大学が





























は、酒井説の de jure の点については異存はない














敗戦直前には、徴兵年令の 17 ～ 18 歳までの引
き下げによって、校舎に残った学生は、それより
も若い学生約 30 名と病人約 10 名、計約 40 名に
まで激減していた。敗戦の結果、現地除隊者が順
次戻りはじめ、約 300 名に達したので、 8 月下旬
には復学式が行なわれたo しかし間もなく中国国
民政府による校舎の接収命令がでて、書院の教職





















































によって、 7 月 25 日に開校された呉羽分校である。
その時の書院関係学生は、予科 148 名、専門部
76 名、計 224 名であった 4）。授業は敗戦の日まで
続き、その後、学生は一時夏季休暇にはいったo




支配シテ、 j 「一応一ヶ月 J の予定で授業再開を決
























































































月 5 日、理事会が再開されたが、その翌日、 GHQ
は第 2 次の戦犯容疑者指名を行なったo そこには
近衛ばかりでなく、岡部も含まれていた。理事長
津田は、そのため近衛と予め約束をとって、まず








承認がえられないまま、年が明けて 46 年 1 月 4
日には、追放令によってそれが確認された。
このように同文会首脳部が大混乱をきたすな



















これらのことは、 2 月 l 日に清算人代表林から
主管官庁の外務大臣吉田茂に報告され、解散申請









とを示すためである。その証拠は、 1945 年 12 月
から翌年 2 月にかけて呉羽分校長斉伯氏が、本間
学長の帰国を待ちわびながら、その留守宅に送っ











関連して、注目すべき忠告なされていた0・ l 月 31
日付のそれには、「外務省の注文としてハ書院
の残黛という痕跡を残さぬ様にせよとの事に有之





東亜同文書院関係者は、 1945 年 12 月末、その
約 130 名が津之地直一教授引率のもと帰国してい
たが、本隊をなす約 200 名は、ょうやく翌 46 年
2 月 26 日、本間学長にひきいられて上海を出立し、



























































































5 月 30 日、東京九段坂下の若喜旅館に旧書院大
学関係者の有志を召集した。そこに参集したの



















































































































































































21）年 8 月 1 には、設立申請書類を整え、愛知県
知事を通じて文部省に提出した。その教育形態は、
「大事令J (1918 年制定）に基づく旧制大学（予












まず表 1 は、設立当初 1946/47 年度の教員の構
東亜同文書院大学から愛知大学への発展





が含まれており、さらに後述するが 1947 年 4 月
に実施された GHQ の「民間情報教育局J (Civil 





















め、完成年度といえる 1948 年 11 月の教員表を表
2 に掲げておこう。
関学後 2 年で完成年度という理由はこうであ
る。 1946 年度の入学生は、 12 月に予科 1 ～ 3 年
生を転入学試験によって採用した。 1947 年度に
ついては、 3 月に予科 l 年生の新入学ととともに、
もう一度、予科 1 ～ 3 年の転入学試験を行ない、
4 月には学部の新入学とともに、 1 ～ 3 年生の転
入学試験を実施した。そのためすでに 1948 年 3
月には 13 名と少数ながら学部 3 年生の卒業生を
307 
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表 1 愛知大学設立時の教員構成（1946 / 47 年）
略号：専＝専任、兼＝兼任、予＝予科、学＝学部、教＝教授、助＝助教授、講＝講師、および担当科目、〔 ]
内は、前勤務校または専任校、ないしは出身校

















台北帝大関係 (2 名、 4%)
小幡清金（専・学・教・財政学）





















出典：愛知大学五十年史編纂委員会編、 f愛知大学五十年史j 資料編、 1997 年、 36 ～ 41 頁；愛知大学二十年史
編集委員会編、 f愛知大学一二十年の歩み－ j 、 1972 年、 31 ～ 33、 68 頁。
308 
東亜同文書院大学から愛知大学への発展
表 2 愛知大学創立期の教員構成（1948 年 11 月現在）
略号：専＝専任、兼＝兼任、または専兼不明、予＝予科、学＝学部、教＝教授、助＝助教授、議＝講師、そ
のあと担当科目、［ ］内は、前勤務校または専任校、ないしは出身校。ただし表 1 で記載したものは省く。












台北帝大関係 (4 名、 8%)
小幡清金（専・学・教・財政学）
伊藤献典（専兼不明・学・講・教育学）




























出典：愛知大学二十年史編集委員会編、 f愛知大学一二十年の歩み－ J 、 1972 年、 101 ～ 105 頁。
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出していたのである。
この問、 1947 年 4 月 30 日、愛知大学を東亜同







いま表 2 を表 1 と比較しながら見てみよう。書
院大学関係者については、 1946 年に採用を予定
していた小竹文夫と久重福三郎の名がない。これ


























































表 3 1946 年度予科転入学者の出身校
東亜同文 北京 台北 満州建 日本 皇修 明治 その他 合計曾院大学 経事 帝大 国大学 大学 館大学 大学
l 年 54 6 。 3 5 3 116 188 
2 年 37 2 6 3 2 。 59 110 
3 年 66 3 3 4 27 106 
合計 157 1 10 7 6 6 5 202 4削

























東亜同文書院創立要領 (1900 ［明治 33］年）












く必要があろう。日清戦争 (1894 ～ 95 年）に勝
利した日本は、中国から台湾・膨湖島・遼島半島
東亜同文書院大学から愛知大学への発展


































































































東軍同文書院大学設立主意書 (1938 ［昭和 13]
年 8 月）
東亜同文書院は、 1938 （昭和 13）年 11 月 9 日、








華北分離工作、 1937 年 7 月からの日中戦争の開
始、 8 月からの上海周辺への波及、同年 12 月の
南京占領、翌 38 年 IO 月の漢口、広東の占領と、
日本は中国東北部と沿海部の広範な領域を占領し









（明治 36）年の「専門拳校令j では、その第 1 条
第 I 項に、「高等ノ撃術技婆ヲ教授スル皐校ハ専
門拳校トス j 3ll とだけ規定されていた。同文書院












































































愛知大学設立趣意書（1946 ［昭和 20］年 7 月）
愛大が設立される歴史的背景は、 1945 （昭和
























臨時議会で審議され始めるのが 1946 年 6 月 25 日






















































































































































同文会の場合、 1922 年の寄付行為第 17 条によ
ると、理事会は、会長 1 名、副会長 2 名、理事長




























第 12 条では、理事構成は、学長 l 名、学監 1 名、
理事 5 名以上 7 名以下と規定されていた。 1948


















第 2 節 CIE による設立過程の監視
敗戦によって日本の最高権力を掌握したのは、




間情報教育局」（Civil Information & Education 
Section, CIE）のとくに「教育課」であった。 CIE は、
在東京の中央機関として存在しただけでなく、横
浜に本部を置く日本占領軍第 8 軍本部と、そのも









ところでこの CIE は、その初期教育政策 (1945
～ 47 年）において、 1945 年 10 月から年末にか










るのは、 10 月 22 日の「日本教育制度ニ対スル管
























の事務所に 1 週間に l 回位の割りで、計 6、 7 回
出頭し、個人的なことから東亜同文書院のことに










































3 日付けで CIE の担当将校エドウイン・ F· ウイ
グルスウォース（Edwin F. Wigglesworth）が、




































































































































































これは、 1924 年頃から始まり、 1925 年の 5 ・ 30
320 











根津ーである。彼は、 1900 年から 14 年まで同文
















































































などが中心になって、 1946 （昭和 21）年 12 月 10
日、新沼友会の創立総会が開催された刷。その会
長には林出賢次郎（2 期）、理事長には石射猪太
郎（5 期）、常任理事には宇治田直義 (13 期）ら
20 名がついた。林は、卒業後、外務省の委託を
受けて、ロシアの中国辺境部への浸透を調査する











は、 1917 年、卒業後同文会の職員になり、翌 18












































1946 年 3 月 1 日現在の財務状態は表 4 の通りで
あった。
表 4 東亜同文会の貸借対照表 (1946 年 3 月 l 日現在）
資産の部 （円） 負債の部 （円）
建 物 168,943.52 資 産 165,137.56 
イ十 器 27,077.53 預り財産 65,270.30 
図 書 34,386.81 資 金 899,371.05 
銀行預金 797,978.12 仮受金 43.172.62 
有価証券 22.946.95 
振替預金 74,818.29 
現 金 12,340.95 
仮払金 34,459.36 
ムロ 計 1.172.951.53 Aロ. 計 1.172,951.53 
出典：沼友会編、『東亜同文書院大学史j 、 1982 年、



















本間喜一、大西斎の 4清算人によって、 1946 年
12 月から 1950 年 12 月までかけて実施された制。
1946 （昭和 21 ）年
まず最初に清算事務として行なわれたのは、上
記図書を愛知大学が大学設立の基本図書を整える
ため、 1946 年 12 月に保管・利用の契約書を交わ
して借用したことである。ただしこの図書につい
ては、のち 1950 年 3 月、同文会の資産（固定資産）
を継承した霞山倶楽部（のち霞山会となる）の申
出により、愛大は 150 万円（3 回払い）で買い取
ることになる。
1947 （昭和 22）年
6 月 21 日、愛知大学へ 153.600 円が寄付された。







8 月 12 日、清算人本間喜一の辞任が登記された。









2 月 18 日、建物・什器・図書が霞山倶楽部に
寄付される（これについては混友
会が厳重な抗議をしている）。
3 月 31 日、同文会の残務が、混友会に委託され、
その経費 40,000 円が渡された。
5 月 6 目、東亜同文書院及び北京工業専門学校
の学生及び卒業生に関する証明書の
発行事務を愛知大学に委託








12 月 16 日、清算人代表より、都知事あてに「財


































































































同年 5 月 16 日の理事会において、母校再建問題
が取り上げられ、それが 5 月 23 日の総会で全員
一致で承認され、母校再建研究委員会が発足した。
ついで 7 月 31 日の理事・幹事・財務委員会の連
合会が、再建研究委員会の組織原則を、卒業生各
期 1 名ずっと会長委嘱の数名と決め、順次その選
考が行なわれた。こうして 10 月初旬頃には 59 名











この問、同研究委員会は、 10 月 21 日に早くも















































































































































































































































るため、敗戦直後 GHQ· CIE の明確な命令によ
り廃校に追い込まれた神宮皇挙館大皐の場合と、
同文書院大学と類似した性格をもっていたため


































強められることになり、 1934 （昭和 9）年には大
学昇格運動が開始された。その結果、 1939 年 12
月の東亜同文書院の大学昇格についで、 1940 （昭
和 15）年 4 月、神宮皇撃館大串（予科 3 年・文
学部 3 年）が認可され、その所管は内務省から文
部省に変更された。また翌 41 年 4 月には、神官
の促成的養成機関としての付属専門部（3 年制）














































たどっておこう。同年 2 月 8 日、同大学の代表、
田中耕太郎（学長代理）、小松泰馬（学長事務取
扱）、町田久一郎（予科教授、教務部長）、植村芳















2 月 13 日には、 GHQ からの廃校命令を受けとっ
た。そのため 2 月 20 日には、学部 2 期生（53 名）、
専門部 3 期生（38 名）の卒業式とともに、全学
生の「離別式」が行なわれた。こうして、同年 3
月 31 日をもって、「神宮皇皐館官制廃止の勅令J
（第 135 号）により、同大学は廃校にされた 86）。
しかしそれに対して、館友会（同窓会）は、神




































拓殖大学の最初の前身校は、 1900 （明治 33)
年に設立された台湾協会学校であるo それは日本




























































そして同校は、 1918 （大正 7）年には、なお「専
門皐校令」に基づきながらも、早稲田、慶応など
がそうしたのにならって、拓殖大学と称するよう
になった。翌 19 （大正 8）年からは、かつて台湾
総督府の官吏、満鉄総裁を務めた後藤新平が校長





した問。それにともない同大学は 1925 （大正 14)









格審査とは別に、 1945 年 10 月から GH Q によっ
て、軍国主義的・過激な国家主義的思想の持ち主






















かんともしがたく、結局 GH Q と直接交渉するよ
うにいわれた。そこでかつてニューヨーク大学を
卒業し英語ができる青山教授が、これも期日は特




























べきだと勧告され、拓大は 1945 （昭和 20）年 11
月 26 日、評議員会において校名を「紅陵大学J





















ろ、オア氏の返事は、 C I E 自身については日本
の私立大学に関しては、さまざまな改革は勧告し
たものの、廃校にする方針はなかったとのことで






いま一つ、 1946 年から 52 年にかけて全国的に
実施された教職員適格審査の問題があった。そ
れは紅陵大学でも行なわれた。大学によっては





氏は、 1935 ～ 36 年の東京商大のいわゆる白票事
件によって、本間喜一教授とともに同大学を辞し、
1940 ～ 43 年には本間教授のいる東亜同文書院大
332 









のち、 1955 （昭和 30）年、矢部貞治氏が総長に

























































て、東亜同文書院大学の上海本校が、 1945 年 9
月 10 日には中国側に接収され、同年 12 月から翌
46 年 3 月にかけての教職員・学生の引き揚げに
よって、また内地の呉羽分校も、敗戦後も実施し




















者は比較的すくなく 10 ～ 11 名にとどまっていた
とはいえ、最大のグループをなしており、また幹
部職員も書院関係者であったことである。そして
創立時 1946 年度の学生も、 39%が書院大学の学
生であった。



























愛知大学は、 1946 年 11 月 15 日、すでに 1 度、
文部省を通じて設立が認可されたたが、愛犬を同
文書院大学の復活ではないかとの疑惑をいだいた







































第 3 は、 1959 年に漏友会内部で急に活発化し
た母校再建運動である。それは同年の総会での決
議を出発点として、母校再建研究委員会、母校再
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